






95(W)×75(D)×20(H) mm      約180g

Windows® 2000/XP/Vista®/7

●本カタログに記載の会社名、商品名は各社の商標または登録商標です。
●本カタログに記載の製品仕様、デザイン等は2013年10月現在のものです。改良のため予告なく変更することが

ございますのでご了承ください。
●製品の色は印刷のため実物と多少異なる場合があります。●このカタログからの無断転載はかたくお断りいたします。
　©2013 by LINEEYE CO., LTD.

本体、解析ソフトCD、ミニUSBケーブル (0.6m)、USB分岐ケーブル、取扱説明書、保証書

L-13A01J/LE G

註1：クロスケーブルとストレートケーブルの自動判別が可能です。 註2：1台のPCに本機を複数接続して利用することはできません。 註3：タイムスタンプ値は、PCの処理タイミングによってばらつくことがあります。 
註4：WinPcap 4.1.1が必要です。TAPモードでは常にオートネゴシエーション機能が動作します。本体の電源供給が切れると回線が切断されます。 註5：TAPモード時に付属ソフトでキャプチャ可能なパケット長は
CRCを含み64～1536バイトです。なお、PGモード時での同パケット長は、48～2032バイトです。 註6：これら計数値はパソコンの性能に関係なく、高負荷ネットワークの計測が可能です。 註7：LE-580FX Windowの
パケットキャプチャ機能ではパソコンの性能やネットワーク状態によりパケットの取り逃しが発生するため、キャプチャ性能に優れたWiresharkなどの利用を推奨します。また、LE-580FX Windowでは500フレーム
毎に保存します。 註8：Wiresharkに関する一切のサポートはお受けしませんのでご了承ください。 註9：付属ソフトで出力指定可能な最大パケット長はCRCを含み2004バイトです。 註10：USBバスパワー供給能力
が弱いパソコンやUSBハブを使用する場合は、付属のUSB分岐ケーブルで2つのUSBポートから電源を供給してください。 註11：大量のパケットを記録する場合は、さらに大きなHDDの空き容量を推奨します。


